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S u m m a r y

Rcm()val of calyx k)bcs bcf()1‐ c anthcsis l‐educcd fruit sct in 」 apanesc I)ersirnmon

(27Fθざβェ
アァ‐てパ そaFtr cv 「uyu). Furthcl■ lol‐C the growth and developmcnt or calyxlobes

rcnlovcd frtliticts 、vaS retardcd so that thc finai fruit weigllt HFaS Only a third of the

C()1lti()1. Cr()wtll pronloting plant hormones inctlluding auxin (NAA), cytokinin

(BA), and gibberellin(GAH), whcn applied singly or in conll)inati()n f()ur timcs at

wccklv intervals, collld nOt allcviate the growth inhibitory effcct of rcl1loval of calyx

lobes  Sugar content at ilarvcst 、vas lo、vcr in thc calyx lobcs―rcnlovcd fruit. These

rcsuits indicatc that calyx lobcS have significant roles in thc gro、vth and dcvclop‐

nlcnt of Japancsc persimnlon fruit not tllrough supply of the grovvrth i〕ronloting plant

horF11()nes but rathcr thrOugll other unknoH′n functions.

カキは他の呆実に比べて大きなヘタが着いているのが特徴である。

呆実の肥大生長が抑制されることが知られている
2)。
米森らはヘタが

来たしていることを幸及告している
5)。

ヘタの除去によるカキの呆実の生長の抑制は呼吸量の減少によつて

ることが原因だと考えられている
5)。

ここではつぼみの時期のヘタの除去が着呆率に及ぼす効果とヘタを除去した果実
への植物ホルモン

処理の効果について調査をした。

絡

ヘタを除去したカキ果実の肥大に及ぼす

植物ホルモンの効果
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また、カキのヘタを除去すると

CO,の ガス交換に重要な役割を

タンパク質の生合成が抑制され
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材料 および方法

供試材料には愛媛大学農学部附属農場の宮有柿の成木樹を用いた.

J999年6月 、 3本 の笛有柿の樹から開花前のつぼみ217個を任意に送び、ヘタとなる部分を手で除

去し来実の着呆率にどのような影響が出るかについて週に
‐度調査した。また、対照区として同じ3

本の富有柿の構から任意に2111日のつぼみを選びマ
ークしてヘタを残したままで呆実の着呆率を測定

した.

さらに、呆実の肥大に対する他物ホルモンの影響を調べるため、7月 5日 にヘタを4枚 とも手で除

去した栄実にNAA(ナ フタレン酢酸)、BA(ベ ンジルアデエン)、GA3(ジ ベレリン)お よびこれら

を況合したものを綿を用いて呆実の表面全体に塗布した。また、同様にヘタを除去した呆実に水を塗

布したものを対照区とした。処理濃度は NAA 10ppm、 BA 100ppm、GA,1000ppmと した。塗布処理

は 7月 5日 、 7月 12日、 7月 19日、 7月 26日の計 4回 行った。各処理区には呆実 8個 を用いた。

処理した呆実はすべて11月8日 に収穫し、こ量および糖度を測定した。

結果および考察

1999年6月 にヘタを除去したカキの果実の着果率を第 1図 に示す。ヘタを除去した呆実は除去直後

から呆実が急敵に落呆 し、 6月 14日には217イ田あつたつぼみから4週 間後の 7月 5日 には呆実が 3個

(若呆率1.3%)し か着呆しておらず、ヘタを除去していない呆実の着果率15.6%に比べ、着呆率が

低下していることがわかった。また、ヘタを除去したものも除去していないものも7月 5日以降ほと

んど来実が落呆していないことからヘタは特に来実の初期の段階の生長に関与 していると考えられ

る。

第 2図 はヘタを除去した呆実に植物ホルモンか水を塗布したものと、ヘタを除去していない呆実の

直径の変化を示したもので、第 3図 は 7月 5日 の果実の直径を100として呆実の直径の肥大率を示し

たものである。ヘタを除去していないものとヘタを除去して植物ホルモンか水を塗布したものの直径

を比較するとヘタを除去したものは明らかに呆実の肥大が抑制されていた。また、植物ホルモンか水

を塗布した果実の直径には有意差は見られなかつた。
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第 1凹  ヘ タを除去した果実の着呆率
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第 2図  植 物ホルモンと水を処理した呆実の

粒径の推移

第 41刃 槌 物ホルモンと水を処理した収穫

呆実の託量

第 3図 lLa物ホルモンと水を処理した呆実の

肥大手の推移
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第 5図 植 物ホルモンと水を処理した収穫

呆実の精度

収穫した呆実の重量を第 4図 に示す。ヘタを除去していない呆実に比べてヘタを除去し植物ホルモ

ンか水を塗布した呆実の重量は明らかに減少した。また、植物ホルモンの種類と呆実の生長の間に
一

定の傾向は見られなかった。

第 5図 は収権後に糖度計を用いて測定した来実の精度を示す。ヘタを除去していないものに比べて

ヘタを除去して梅物ホルモンか水を塗布した果実の糖度は低下した。この点に関連してヘタを除去す

るとインベルターゼの活性が低下することが報告されている
11。

ヘタを除去すると内生の植物ホルモンの活性が押さえられることが報告されているが
4、 これらの

結果からヘタを除去したカキの呆実の表面に植物ホルモンを塗布しても呆実の精度や肥大には影響が

なくヘタの除去による呆実の生長の抑制を防ぐことはできないということがわかった。中村の幸R告に

よると、ヘタを除去した呆実のヘタと呆頂部に IAAま たは2,4Dを 処理しても呆実の落果防止、発

育助長の効果は認められなかった
31。
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要iF5

開fこ前のカキからヘタを除去するとカキの着呆率は低下した。また、果実が小さ
い時期にヘタを除

去したものは生長と発達が抑制され、収権時には無処理のものに比
べ重量が 3分の 1に しかならなか

った。オーキシン、サイトカイエン、ジベレリンなどの植物ホルモンを単独または組み合
わせて週に

1度 、計 4回処理したがヘタの除去による生長の抑制を回復させることはできなかつた。
ヘタを除去

したカキの収穫時の糖含量は無処理のものよりも低かった。これらの結果からカキの
ヘタは植物ホル

モンの供給ではなく他の作用によって果実の生長と発達に影響を及ぼしていることが考えられた。
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